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1. はじめに 

文部科学省は, 今後のグローバル化を見据えて「グローバル化時代に対応した英語教育改革実施計画」(文

部科学省, 2014) を発表した。2020年度 (平成 32年度)を見据えて, 国内の小学校・中学校・高等学校の全校

種において、英語教育が本格的に展開していけるように体制を検討し始めた。この英語教育改革実施計画の

中には, 小学校中学年から英語活動を開始し, 小学校高学年においては教科として授業が開始できるように

提案し，中学校・高等学校より高度な英語を実現させるように計画させている。全校種を通して英語教育の

抜本的な改革に関する計画を始めた。 

現在の文部科学省による中学校段階における英語力については，その目標が「コミュニケーション能力の

基礎を養う」である（文部科学省, 2014）。しかし, 2020年以降の改訂された学習指導要領では, その目標が

「身近な事柄を中心に, コミュニケーションを図ることができる能力を養う」であり, 英語力は CEFR A1～

A2程度とされ，より高度な英語力を行うことができるように期待されている (文部科学省, 2014)。 

このように小学校から中学校にかけて英語改革の対象となっているものの，これまでに小学校から中学

校にかけての 5年簡において，英語運用能力がどのように変化をするのか，また情意要因がどのように変化

をするのかについての報告はなされていない。特に, 英語運用能力に関わる研究については報告がない。 

どのような傾向があるのかついて，小学校から中学校にかけての 5 年間の英語力と情意面の変化を捉えて

解明をしていくことは，今後の国内の英語教育分野において有益な情報となろう。従って, 本研究では, 小

学校から中学校にかけての英語学習者を対象とした, 英語運用能力(英検ジュニア, 英検 5級, 英検プレイス

メントテスト E), 動機づけ, 情意に関わる縦断調査方法を用いて, 時間の経過に伴う言語運用能力と動機づ

けと情意に関する変化の傾向を解明する。 

 

2. 研究方法 

2.1本研究の研究課題 

国内における小学校から中学校にかけて縦断調査をした事例はこれまでになく, 言語運用能力と情意的

側面を測定している調査結果は少ないため, 文部科学省が意図する学習指導要領改定を視野に入れても小

学校から中学校にかけての 5 年間の言語運用能力と動機づけ, 要因に関する調査を縦断的に調査すること

は国内の英語教育分野にとって極めて有力な情報となろう。従って本研究では, 先行研究の調査結果を踏ま

えて, 研究目的を以下の通りとする。 

 



研究課題 1：小学校 5 年生から中学校 3 年生にかけての 5 年間における生徒の言語運用能力, 内発的動機づ

け, 自律性, 有能性, 関係性, L2WTC, 理想自己, Can-Do, 外国への関心についての変化の傾向

の全体傾向を探る。 

研究課題 2：言語運用能力, 動機づけ, 情意に関する 5年間の変化に関する個人の特徴を捉える。  

 

2.2 調査対象者 

本研究の調査対象者は、関西圏に位置する公立小学校から公立中学校に通う生徒であり, 調査対象校は, 

山々に囲まれた自然豊かな環境の中に位置していた。生徒たちは落ち着いた環境の中, 学習に取り組んでい

る様子が伺えた。調査対象者は, 調査を開始した 2012年 4月時点では, 対象者数が 35名であった。しかし, 

小学校 5 年生～中学校 3 年生にかけての 5 年間の縦断調査において言語運用能力テスト, 質問紙を合計 10

回受けた生徒以外は対象者から外れたため, 本調査対象を 22名 (男子 11名，女子 11名) とした。 

 

2.3 カリキュラムと指導案 

教科書には小学校段階では, Hi Friends!, 中学校段階では, New Crown1, New Crown2, New Crown3 が使用さ

れていた。年間を通してプロジェクトが組み込まれており, 小学校段階では, 学期末に絵本や劇のプロジェ

クトが行われていた。指導案には，挨拶(5 分)→復習(10 分)→活動(文法や単語・10 分，グループワーク 10

分)，振り返り(5 分)を含んでいた。中学校段階では, プレゼンテーションプロジェクトを実施し, 生徒たち

は学期末には, 発表形式の活動を行っていた。指導案には，挨拶(5分)→歌(5分)，Expression Sheet (表現のワ

ークシート・5 分)→発音・綴りの確認(5 分)→本文の内容把握(10 分)→本文の音読(10 分)→文法の導入・ノ

ートのまとめ・ペアやグループの活動 (10 分)→挨拶・まとめの流れであった。ICT を駆使した授業展開も

なされており，iPad操作にて授業が展開されていた。通常授業においては, 挨拶・復習・単語・センテンス

導入・活動・振り返りの展開の中で，単語やターゲットセンテンスに関する補助教材が作成され, ソロ・ペ

ア・グループでの授業が行われていた（詳細は Appendix A参照）。 

 

2.4 調査実施時期 

2012 年 4 月～2017 年 3 月までの半年毎に 10 回の調査を実施した。調査実施時には言語運用能力テスト

と質問紙を行っている。小学校 5年生の 7月・2月, 小学校 6年生の 7月・2月, 中学校 1年生の 7月・2月, 

中学校 2年生の 7月・2月, 中学校 3年生の 7月・2月である。 



 

2.5 言語語運能力テストと質問紙項目  

小学校側からの要望により，小学校 5 年生と 6 年生段階では, 英検ジュニアを使用して 15 問のリスニン

グテストを実施した(2012年 7 月, 2013年 2 月, 2013 年 7 月, 2014年 8 月)。中学校段階においては，中学校

1 年生では中学校側からの要望により，中学校 1年生(2014 年 7 月, 2015年 2 月)に，英検 5 級のリスニング

テストを実施した。中学校 2 年生・3 年生段階においては, 英検受託研究の助成金を受けたことで英検プレ

イスメントを実施することが可能となり，中学校側からの要望により，中学校 2 年生(2015 年 7 月, 2016 年

2月)にはプレイスメントテスト Eを実施し(ver.10) (点数配分 1100点満点：Reading 550点, Listening 550点), 

中学校 3 年生(2016 年 7 月, 2017 年 2 月)にも同様にプレイスメントテスト E を実施した(ver.2.0) (点数配分

800点満点：Reading 400点, Listening: 400点)。また, プレイスメントテスト E実施時には, 3種のテストが

あり, 同一レベルの実施ではあるものの異なるテストを実施している。質問紙調査については, 内発的動機

づけ, 自律性, 有能性, 関係性 (Hiromori & Tanaka, 2006), コミュニケーションへの積極性 (Yashima 2002; 

Yashima, Zenuk-Nishide & Shimizu, 2004), 言語や文化への関心 (Nishida, 2008), Can-Do (Nakahira, Maekawa & 

Yashima, 2010), 理想自己(Ryan, 2009)に関する質問紙調査を実施した。更に中学校の 3 年生段階で生徒達か

ら自由記述を入手している。 

3. 結果 

研究課題 1の「小学校 5年生から中学校 3年生にかけての 5年間における生徒の言語運用能力, 内発的動

機づけ, 自律性, 有能性, 関係性, L2WTC, 理想自己, Can-Do, 外国への関心についての変化の傾向の全体傾

向を探る」ため, 言語運用能力に関する記述統計を実施した(表 1, 図 1～図 4)。質問紙に関する信頼性係数 

(表 2), 記述統計, 反復測定分散分析の結果は以下の通りである (表 3～表 4)。まず言語運用能力については, 

小学校 5年生 4月～小学校 6年生 3月にかけて, 上昇する傾向を示している(図 1)。小学校 5年生 7 月・2月, 

小学校 6 年生 7 月・2 月の 4回のリスニングに関する測定については, 同一のリスニングテストを行った。

結果として, 2年間に渡って上昇する傾向を捉えている。中学校 1年生段階では, 7月と 2月に英検 5級のリ

スニングテストを実施したところ, 2月時点で上昇する傾向を示した(図 2)。中学校 2 年生段階では 7 月と 2

月に英検プレイスメントテスト Eを実施している。7月と 2月を比較すると 2月時点で上昇する傾向を示し

ている（図 3）。中学校 3年生段階では, 2月時点で全体傾向が低下する傾向にあることを示した（図 4）。表

3, 図 5～図 6には, 5年間の動機づけと情意要因を示しているが, 動機づけに関しては, 小学校 5年生 2月か

ら中学校 3年生 2月時点までに上昇をする傾向があり, 関係性については 5年間を通して維持する傾向を示



している。有能性に関しても上昇する傾向を示し, 内発的動機づけに関しては一旦中学校 1年生 7月段階で

低下するものの中学校 3年生 2月に向けて上昇していく傾向を示した。情意については, 小学校 5年生 7月

から中学校 3 年生 2 月にかけて上昇する傾向を示しているが, 主に Can-Do が中学校 1 年生 2 月から中学校

3年生 2月に向けて上昇し, L2WTCが中学校 2年生 7月から中学校 3年生 2月にかけて上昇していく傾向を

捉えている。 

さらに，生徒の自由記述から上位群については肯定的な変化が見られ，5年生から中学校 3年生にかけて

の自由記述において，生徒 Aについては，“あまり英語に興味がなかったけど楽しかった (5年生)。やらな

くても困らないかなという思いがあったけど楽しかった (6年生)。本格的な英語の授業が始まったり，英語

の大切さがわかりだしたから (中学 1 年生)。外国人と話せたらかっこいいなと思ったから。外国の映画も

面白いことをしったから (中学 2 年生)。資料を見て答える問題や例えば世界に問題があるのはなぜかのよ

うな難しい問題がふえたのでおもしろいと思った (中学 3 年生)”と 5 年間に渡って変化の傾向が見られた。

その一方で，下位群の生徒 B については，“読み書きが嫌いだった。ゲームはたのしかった (5 年生)。スピ

ーチや人の前で何かをするのが苦手だった (6年生)。英語で書かれている文を読むのが嫌いだった。読みの

発音とスピーチが苦手だった。動詞がよくわからない (中学 1年生)。スピーチがいやだった。過去形, 比較

級のところがよくわからなかった (中学 2 年生)。スピーチがいやだった。過去分詞などがでてきてわから

ないところが増えた (中学 3年生)。”と苦手意識やつまずきに関する記述や変化の傾向が明らかになってい

る。 

表 1．言語運用能力に関する記述統計  

 

 

言語運用能力テスト 度数 最小値 最大値 平均値 標準偏差

小学校5年生7月 22 7 14 11.64 2.04

小学校5年生2月 22 11 15 13.50 1.30

小学校6年生7月 22 12 15 14.18 0.91

小学校6年生2月 22 13 15 14.09 0.61

中学校1年生7月 22 14 25 20.73 2.71

中学校1年生2月 22 11 25 22.55 3.76

中学校2年生7月 22 868 1100 993.59 68.75

中学校2年生2月 22 886 1100 1044.18 59.94

中学校3年生7月 22 532 800 745.27 64.95

中学校3年生2月 22 514 800 737.00 83.96
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図 1. 小学校 5 年生から 6 年生の言語運用能力  

図 2．中学 1 年生段階の言語運用能力  

 

 



 

 

 

 

表 2．質問紙に関する信頼性係数  
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項目数 7月 2月 7月 2月 7月 2月 7月 2月 7月 2月

自律性 4 α.74 α.82 α.81 α.73 α.74 α.91 α.74 α.74 α.63 α.85

有能性 4 α.84 α.80 α.83 α.84 α.80 α.79 α.80 α.71 α.72 α.79

関係性 4 α.45 α.62 α.53 α.61 α.83 α.83 α.83 α.91 α.96 α.94

内発的動機づけ 3 α.94 α.92 α.83 α.76 α.92 α.91 α.92 α.96 α.92 α.93

外国への関心 3 α.83 α.60 α.60 α.64 α.75 α.79 α.75 α.89 α.90 α.89
CanDo 4 α.55 α.72 α.57 α.62 α.85 α.77 α.85 α.84 α.65 α.67
L2WTC 2 α.93 α.79 α.74 α.64 α.83 α.96 α.80 α.96 α.95 α.98

Ideal L2 Self 3 α.72 α.50 α.66 α.65 α.74 α.84 α.80 α.86 α.76 α.79

5年生 6年生 中学1年 中学2年 中学3年

図 3．中学 2 年生の言語運用能力  

図 4．中学 3 年生の言語運用能力  



表 3．質問紙に関する記述統計：平均値と標準偏差 

 

＊( )内は標準偏差  

 

表 4．質問紙に関する反復測定分散分析  

      

 

自律性 有能性 関係性
内発的動機

づけ

小学校5年生7月 3.09 (0.88) 3.26 (0.90) 3.98 (0.51) 3.95 (1.02)

小学校5年生2月 3.29 (0.86) 3.47 (0.84) 4.18 (0.43) 4.02 (1.01)

小学校6年生7月 2.92 (0.88) 3.30 (0.84) 3.95 (0.50) 3.52 (0.95)

小学校6年生2月 2.74 (0.79) 3.28 (0.80) 3.83 (0.60) 3.55 (0.88)

中学校1年生7月 3.08 (0.80) 3.39 (0.85) 3.97 (0.70) 3.38 (1.21)

中学校1年生2月 3.15 (1.12) 3.49 (0.73) 3.95 (0.66) 3.39 (1.25)

中学校2年生7月 3.08 (0.81) 3.39 (0.85) 3.97 (0.70) 3.36 (1.21)

中学校2年生2月 3.39 (0.72) 3.39( 0.72) 4.00 (0.77) 3.44 (1.37)

中学校3年生7月 3.47 (0.83) 3.61 (0.58) 4.01 (0.64) 3.56 (1.20)

中学校3年生2月 3.48 (1.05) 3.65 (0.77) 4.09 (0.93) 3.74 (1.26)

外国への関
心

CanDo L2WTC Ideal L2 Self

小学校5年生7月 3.45 (1.04) 3.70 (0.62) 3.45 (1.12) 3.35 (0.83)

小学校5年生2月 3.77 (0.78) 3.78 (0.72) 3.73 (0.75) 3.55 (0.77)

小学校6年生7月 3.55 (0.83) 3.76 (0.65) 3.61 (0.87) 3.30 (0.88)

小学校6年生2月 3.47 (0.83) 3.66 (0.70) 3.55 (0.90) 3.40 (0.77)

中学校1年生7月 3.42 (0.97) 3.63 (0.88) 3.27 (0.95) 3.48 (0.85)

中学校1年生2月 3.26 (1.07) 3.47 (0.76) 3.30 (1.14) 3.41 (0.97)

中学校2年生7月 3.42 (0.97) 3.65 (0.88) 3.32 (0.85) 3.49 (0.89)

中学校2年生2月 3.58 (1.07) 4.14 (0.74) 3.82 (1.01) 3.48 (1.04)

中学校3年生7月 3.56 (1.10) 4.17 (0.60) 3.84 (0.85) 3.61 (0.88)

中学校3年生2月 3.92 (1.12) 4.14 (0.70) 3.98 (0.85) 3.82 (1.04)

df F p 偏イータ 2 乗

自律性 9, 189 2.883 0.003 0.121

有能性 9, 189 1.236 0.275 0.056

関係性 9, 189 0.664 0.741 0.031

内発的動機づけ 9, 189 2.019 0.039 0.088

外国への関心 9, 189 1.558 0.130 0.069

CanDo 9, 189 4.687 0.000 0.182

L2WTC 9, 189 2.225 0.022 0.096

理想自己 9, 189 1.109 0.358 0.050



 

2345

5
年
生

7
月

5
年
生

2
月

6
年
生

7
月

6
年
生

2
月

中
学

1
年
生

7
月
中
学

1
年
生

2
月
中
学

2
年
生

7
月
中
学

2
年
生

2
月
中
学

3
年
生

7
月
中
学

3
年
生

2
月

全
体
傾
向
：
動
機
づ
け

自
律
性

有
能
性

関
係
性

内
発
的
動
機
づ
け

図
5
．
小
学
校

5
年
生
～
中
学
校

3
年
生
に
か
け
て
の
動
機
づ
け
の
変
化

 



 

 

 

2345

5
年
生

7
月

5
年
生

2
月

6
年
生

7
月

6
年
生

2
月

中
学

1
年
生

7
月
中
学

1
年
生

2
月
中
学

2
年
生

7
月
中
学

2
年
生

2
月
中
学

3
年
生

7
月
中
学

3
年
生

2
月

全
体
傾
向
：
情
意

外
国
へ
の
関
心

C
an

D
o

L
2W

T
C

理
想
自
己

図
6
．
小
学
校

5
年
生
～
中
学
校

3
年
生
に
か
け
て
の
情
意
の
変
化

 



次に, 研究課題 2「言語運用能力, 動機づけ, 情意に関する 5年間の変化に関する個人差の特徴を捉える」た

めに階層的クラスター分析 (ウォード法・ユークリッド距離) を実施した。デンドログラムによりカットオ

フポイントを決定したところ, 2 群に分かれ, 各クラスターはそれぞれに 11 人ずつ分類された。表 5～表 6, 

図 7～図 12に示されるように, Cluster 1は言語運用能力, 動機づけ, 情意は上位群であり, Cluster 2は言語運

用能力, 動機づけ, 情意の全てが下位群となった。全体傾向 (図 4) によると中学校 3年生段階で言語運用能

力が 7月と 2月時点で比較すると低下する傾向を示していたが, Cluster 1(上位群)については上昇する傾向が

あり, Cluster 2 (下位群)は低下する傾向を示すため, 全体傾向の低下は下位群に低下の特徴や傾向があるこ

とが明らかになった。特に上位群では, 自律性, 外国への関心, L2WTC, Can-Do, 理想自己が 3年生に向けて

上昇していく傾向にあり, 下位群では Can-Do は上昇する傾向にあるものの, 内発的動機づけが低下する傾

向にあることを明らかにした。この結果は，大学英語学習者を対象とした Nishida (2013)の研究結果と同一

の見解である。 

 

表 5．言語運用能力に関わる個人差の特徴  

 

 

      

 

M sd M sd M sd M sd M sd

Cluster 1 （11名） 13.00 1.34 14.18 0.98 14.27 0.79 14.36 0.50 22.00 3.10

Cluster 2 （11名） 10.27 1.68 12.82 1.25 14.09 1.04 13.82 0.60 19.45 1.51

M sd M sd M sd M sd M sd

Cluster 1 （11名） 23.45 4.18 1049.36 37.10 1083.45 19.00 777.82 20.15 796.18 5.74
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図 9．中学校 2 年生段階の言語運用能力の変化 

図 10．中学校 3 年生段階の言語運用能力の変化 

 

 



表 6. クラスター分析別比較：記述統計  
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次に、生徒１～生徒２２の個々の生徒についての 5年間の言語的側面と情意面の変化の個別の変化の傾向

を示していく。各クラスターにおいては学習者群に特徴があるように、個々の学習者にも様々な変化の傾

向が見られる。例えば、生徒 2, 7, 10, 20, 21 のように、全ての情意要因が 5年間を通して時間の経過に伴

って低下していく傾向にある学習者もあり、個々の学習者が時間の経過に伴って様々な trajectory を示し

ながら、英語学習に向き合っていることがわかる。また生徒 1, 4, 5, 6, 10, 16 のように、全体的に上昇する

傾向もあり、生徒 4のように中学校 2年生 2月の段階において情意が突然上昇するような学習者傾向があ

り、この生徒については、Listeningについても中学校 2年生 2月段階で上昇が示されてる。また生徒 15の

ように、上面については 5年間を通して維持をし続けるものの、言語運用能力結果については、中学校 3

年生段階で Reading, Listeningともに低下をし、言語運用能力の全体傾向も低下をしていると様々に個々の

学習者が時間の経過に伴う言語面・情意面の変化の傾向を示すことを明らかにした。 
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4. 考察 

本稿では, 小学校 5 年生から中学校 3 年生にかけての 5 年間の言語的, 情意的側面に関する縦断調査を実

施し, 変化の傾向を捉えた。これまでの研究においては, 山森 (2004)が行った中学校 1年生を対象とした研

究では, 1年間を通して動機づけを維持することができた学習者は 6割程度であり, 2学期以降に著しい低下

がみられたことや, Koizumi & Matsuo (1993)でも, 中学校段階において動機づけや態度の変化について低下

する傾向にあると報告し, Nishida (2012)の小学校 5年生を対象とした研究においても 1年間を通して動機づ

けが低下する傾向があることを示していた。 

しかし, 本研究では, 5年間を通した縦断調査から, 中学校 1年生段段階の 7月から自律性が上昇していく

傾向があること, 関係性は 5年間を通して維持する傾向にあったということを明らかにした。これは，中学

1年生の 7月段階で自律性が促されたのには，プロジェクトの介入（グループプレゼンテーション活動の取

り組み）があり，生徒たちは自発的に活動をしていたために，自律性が高まった可能性がある。更に，関係

性については，観察ノートや教師への面接からの記録にも見られるように，生徒・生徒，教師・教師，教師・

生徒との関係性も良好であったことが考えられる。この結果は，小学校 5年生を対象としたプロジェクト型

授業を通した取り組みにおいて，自律性が高まり，関係性を維持したという Nishida (2013b)の研究と同様の

結果である。内発的動機づけは小学校 6年生段階 7月から低下するものの，中学校 2年生段階の 7月から上

昇する傾向にあること, 有能性については小学校 5年生から中学校 3年生にかけて緩やかに上昇する傾向を

捉えている。情意要因についても, Can-Doは中学校 2年生段階の 7月から上昇する傾向にあること, L2WTC

も中学校 2年生段階の 2月から上昇する傾向にあることや, L2理想自己も緩やかな上昇を示した。さらに外

国への関心も中学校 1 年生段階の 2 月までは低下する傾向にあったもののその後上昇していく傾向がある

ことを捉えた。先行研究の結果によれば，中学校 1年生の後半から動機づけが低下するという報告があるが 

(山森, 2004)，本研究では，上昇するという結果となった。これはカリキュラムにプロジェクトが組み込まれ

ていることが考えられ，1年生の 7月時点と 2年生の 7月時点での教育的介入があり，その後に動機づけや

情意要因が高まる傾向を捉えている。さらに，教師からの報告からも見られるように，英検プレイスメント

テストの実施により，英検を受けて合格をした生徒が複数名いるため，動機づけのきっかけとなった可能性

がある。 

個人の特徴を捉えるためにクラスター分析を行った結果，言語運用能力高位群は，動機づけや情意におい

ても高位群であることが明らかになった。その一方で，言語運用能力低位群は，動機づけや情意においても

低位群であることを明らかにした。上位群については肯定的な変化の傾向が見られるものの，下位群につい



ては，言語的側面でも情意面でも，肯定的な変化の傾向を示していない。様々な学習者が異なる変化の傾向

を示すことから，下位群においては，特に言語面の情意面の両側面において教育的な配慮が必要となろう。 

言語運用能力については, 全体傾向については，学年の 7 月と 2 月を比較すると, 2 月段階で上昇する傾

向にあることが明らかになった。中学校 3 年生段階では言語運用能力が 2 月時点で全体傾向が低下するも

のの, これは言語運用能力や動機づけ, 情意が低い学習者群 (下位群：第 2 クラスター) の Listening が低下

していたことが明らかになった。英語教師からの報告によれば，下位群の言語運用能力が低下した要因には，

3 年生の後半には, 気が緩んでいた可能性がある，との見解を得ている。しかしながら，下位群の言語運用

能力が低下しないためにも, 中学校 3 年生段階での言語的側面を意識した教育的介入を行う必要があろう。 

本研究では更に、個々の個々の学習者の 5年間の変化の特徴を捉えている。個々の学習者において様々

な傾向が見られるものの、それが「何故」起こっているのかについは面接調査をする必要があり、今回の

研究では教師と学校長への面接以外の面接データは得られていない。従って、今後は、個々の学習者にと

って縦断的調査に伴って「何故」そのような現象が起こっているかを検証するために面接データが必要で

あり、混合計画法を用いて更に複眼的に調査を行っていくことが求められよう。 

 

5. 教育的示唆 

まず, 言語運用能力については, 全ての学生において 7 月と 2 月を比較すると 2 月時点で上昇する傾向に

あるが, 中学校 3 年生段階では, 低下する傾向を示した。クラスター分析を行った結果，下位群が中学校 3

年生段階での言語運用能力の低下を示したことから, 中学 3年生の段階においては，下位群の言語運用能力

を低下させないためにも，日ごろから授業内外の課題において，「できた」「わかった」「理解できた」と思

えるよう，学習者の言語運用能力低下を防ぐ取り組みを行う必要があろう。また，動機づけと情意について

は, 全体傾向としては 5 年間を通して上昇する傾向あるいは維持する傾向を示したが, 下位群については内

発的動機づけが低下していく傾向を示した。教室内での活動の中では, 上位群の動機づけや情意を維持・喚

起しつつ，下位群の動機づけや情意の低下を意識し, クラス全体が好む活動形式（ソロ・ペア・グループ活

動）を適宜取り入れ，それぞれの学習者群が好むタスクやプロジェクトを教室内の活動に取り入れ, 動機づ

けや情意を維持することが今後の課題となろう。 

 

 

 



6．限界点と今後の展望 

本研究では，小学校から中学校にかけての 5年間の縦断調査であたっため，追跡調査を行うことが極め

て困難であった。調査対象者数が少ないことが限界点として考えられる。今後は，全国的な展開や複数校

を対象とした研究が求められよう。更に，中学校 2年生段階から，英検プレイスメントテストを無償で受

験することとなったため，言語テストについても中学校 1年生段階から統一したテストを受験することが

できなかった。今後は，統一したテストを受験し，言語運用能力を縦断的に測定する必要があろう。今後

は更に，質的研究方法を用いて，ポートフォリオシートやダイヤリー等を用いて，学習者の変化の傾向を

質的に精緻に捉えることも必要となろう。 

 

7．まとめ 

本調査では小学校から中学校にかけての 5 年間の縦断的調査方法を用いて言語運用能力, 動機づけ, 情意

要因がどのように変化するのかを主に量的研究方法を用いて行った。これまでの研究においては, 言語能力

と情意について小学校から中学校を対象とした縦断的調査を実施した研究は数少なく, 今後「グローバル化

時代に対応した英語教育化改革実施計画」を施行しようとする中で, 本研究結果が研究分野ならびに教育現

場にとって有益な情報となりうる。現代を生きる私たち，そして未来を生きる次世代にとっても, グローバ

ル化する世界にいる中で, 異なる背景を持つ他者とコミュニケーションを図ろうとするとき「学習者は差異

を越えて交流することに肯定的で寛容な態度を養う必要がある。それは話し相手の違いを肯定し, 新しい言

語や文化そして人生経験を相手から学ぶことに興味を持つ態度（久保田 2015，p.34）」が必要である。グロ

ーバル化社会を生き抜くためにも, 英語教育を通して言語運用能力を高めると同時に, 学習者を動機づけ, 

情意を高め, コミュニケーションを図ろうとする肯定的な態度を養っていく必要があろう。グローバル化す

る世界の中で, 本研究成果が今後の小学校英語教育ならびに国内英語教育において一石を投じることを願

っている。 
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6年生時の取り組み「クラス絵本のプロジェクト」 

 

 

 

 

 

 



中学校でのカリキュラム 

 

 

 

 

 

 


